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保育所給食における効果的なアレルゲン洗浄の検討
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A 30～40 8.1 ― 5.4 2.7 2 18.5
B 60～ 3.3 ― 3.3 ― 6 10.2
C 79 20.3 5.4 1.4 13.5 5 14.8
D 80～ 13.1 7.1 4.8 1.2 8 10.5
E 99 36.8 17.2 13.8 5.7 4 21.8
F 100～ 5.7 2.8 1.9 0.9 5 21.2
G 119 3.7 1.8 0.9 0.9 4 27.3
H 120～ 4.5 1.5 2.3 0.8 4 33.0
I 139 7.3 5.1 0.7 1.5 3 45.7
J 500～ 2.3 1.9 0.4 ― 5 50.8





陽性(＋) 陰性(－) 陽性(＋) 陰性(－)
菜箸
全体 10 1(10.0) 9(90.0) 2(20.0) 8(80.0) １園はトング使用のため除外
木製 8 1 7 2 6 (－)：５か月～８年使用
竹製＊ 1 1 1 卵(＋)：８か月使用
金属製 1 1 1 乳(＋)：２年、５年位使用
小鍋
全体 11 1(9.1) 10(90.9) 1(9.1) 10(90.9)
アルミ製 9 1 8 1 8 (＋)：10年以上使用
ステンレス製 2 2 2 (－)：１年～ 10年使用
コップ
全体 11 1(9.1) 10(90.9) 8(72.7) 3(27.3)
磁器 6 1 5 5 1 (＋)：半年～ 10年位使用

























A 磁　器 共用 混合 ５分・中性 65℃・120秒
B 磁　器 専用 混合 10分・弱アルカリ 60℃・75秒
C メラミン樹脂 共用 混合 ５～ 15分・弱アルカリ 65℃・60秒
D 磁　器 共用 混合 15 ～ 20分・弱アルカリ 62℃・75秒
E 磁　器 専用 混合 ５～ 10分・弱アルカリ 60℃・90秒
F メラミン樹脂 専用 別々 15 ～ 20分・弱アルカリ 62℃・90秒
G 磁　器 専用 別々 10 ～ 15分・弱アルカリ 高・60秒
H ポリプロピレン 専用 別々 ５～ 20分・弱アルカリ
45℃・手洗い
（洗浄機なし）
I ポリプロピレン 共用 混合 15 ～ 20分・弱アルカリ 65～75℃・55秒
J メラミン樹脂 共用 混合 15 ～ 20分・弱アルカリ 80～85℃・60秒





























磁　器 ポリプロ メラミン 磁　器 ポリプロ メラミン
乳アレルゲン （－） （－） （－） （＋） （＋）
卵アレルゲン （－） （－） （－） （＋）▲ （－）●
















乳アレルゲン （＋） （＋） （＋） （＋） （＋） （－）
卵アレルゲン （－）● （－）● （－） （－） （－） （－）＊▲



































A 5.4 担当者によって洗いの基準が異なる （＋） （－）
B 3.3 洗浄は丁寧にして、混合洗浄している （＋） （－）
C 1.4 ぬるま湯でさっと洗い洗浄機へ （＋） （－）
D 4.8 下洗い後洗浄機に入れる （＋） （－）













I 0.7 下洗いをして、説明書通りに洗浄 （＋） （－）
J 0.4 角の汚れに注意して洗浄 （－）




































園の洗浄済み食器＊ 24 （－）4 （＋）20 83.3
0.2％洗浄機専用洗剤・40℃・15分浸漬・洗浄機洗浄 （＋）20 （－）5 （＋）15 75.0
0.3％洗浄機専用洗剤・40℃・15分浸漬・洗浄機洗浄 （＋）11 （－）5 （＋）6 54.5
0.2％洗浄機専用洗剤をスポンジに付け10秒手洗い・
洗浄機洗浄
（＋）3 （－）2 （＋）1 33.3
0.2％洗浄機専用洗剤・40℃・20分浸漬・スポンジで
10秒手洗い・洗浄機洗浄
（＋）3 （－）3 （＋）0 0
（＋）・（－）コップの混合洗浄【付着検査】 （＋）3 （－）0 （＋）3 100





























園の洗浄済みコップ＊ 4 （－）2 （＋）2 50.0％残存
（＋）３・（－）２コップを混合洗浄
洗浄機中の溜め水の状態：乳（－）、pH ８
（＋）3 （－）3 （＋）0 0
（－）2 （－）2 （＋）0 0
Y社
園の洗浄済みコップ＊ 2 （－）2 （＋）0 0
（＋）３・（－）３コップを混合洗浄
洗浄機中の溜め水の状態：乳（－）、pH ８
（＋）3 （－）3 （＋）0 0
















































































スポンジ すすぎ スポンジ すすぎ スポンジ すすぎ
５分 （＋） （＋） （－） （＋） （－） （＋）
10分 （－） （＋） （－） （＋） （－） （＋）
15分 （－） （＋） （－） （＋） （－） （＋）
20分 （－）2 （＋）2 （－）2 （＋）2 （－） （＋）
対照(20分) （＋）・（－） （－）2 （－）
スポンジ：スポンジで手洗い　　　すすぎ：スポンジを使用せず流水で流す
陽性（＋）、陰性（－）の判定は、日本ハム株式会社製FASTKITスリムによる
表12　特定原材料のスクリーニング試験結果
検　　　体 ELISA法による分析結果
検体A(小麦)：小麦使用食器 検出せず　　定量下限(1.0㎍/g)　　ELISA法
検体B(乳)：牛乳使用コップ 検出せず　　定量下限(1.0㎍/g)　　ELISA法
検体B(乳)：牛乳使用コップ 検出せず　　定量下限(1.0㎍/g)　　ELISA法
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を示しているが、定量では1.0㎍/g以下であった。加工食品のアレルゲン物質の表示義務は、食品
中に含まれる特定原材料等の総タンパク量が、数㎍/ml濃度レベルまたは、数㎍/g含有レベルに満
たない場合は、表示の必要性がないレベルとなっている３）。数ng/ml濃度レベルでは、ほぼアレルギー
の誘発はないであろうと考えられているが、数㎍/gのレベルは、アレルギー誘発に個人差があるレ
ベル範囲であるので、食器等の洗浄においても十分対応が必要と考える。
Ⅳ　要　約
　保育所等での食物アレルギー対応給食の実施は、その重要性が理解され、行政等の指導もあり、
浸透している。給食では、アレルゲン除去を基本とし、アレルギー児専用食器が使用されているが、
その洗浄については、軽視されている傾向にある。
　今回は、保育所等の調理器具等の洗浄方法を聞きとり、洗浄調理器具等のアレルゲン残存検査は
ふき取り操作によってテストストリップで判定を行い、洗浄の実態を明らかにすることができた。
調査結果および検討した洗浄方法を要約すると、以下のようになる。
１．洗浄後保管中の菜箸および小鍋(ステンレス、アルミ)についての乳・卵アレルゲン残存検査で
は、11園中１園が菜箸・小鍋ともに乳・卵アレルゲンともに陽性(＋)を示した。その他２園が菜
箸で乳アレルゲン陽性(＋)であったが、菜箸・小鍋ともに卵アレルゲンは全て陰性(－)であった。
アレルゲン陽性(＋)の菜箸の材質は木製で、小鍋はアルミ製であった。
２．食器洗浄後のアレルギー児専用コップの乳アレルゲン残存は、11園中８園（72.7％）に認められ
た。残存検査が陰性(－)であった食器の材質は、磁器、ポリプロピレン、メラミン樹脂であり、
材質による洗浄効果の差は認められなかった。
３．洗浄機の洗浄時間が短いため、予備洗浄が不完全で洗浄機に頼った洗浄では、アレルゲン残存
検査が陰性(－)になる確率は低かった。
４．予備洗浄において、アルカリ性洗剤とスポンジ使用による手洗いに効果が認められた。スポン
ジによる手洗いがあれば、予備浸漬時間は5分以上で残存検査は陰性(－)となった。スポンジ手
洗いをしない場合は、アルカリ液での浸漬時間は20分以上必要であった。
５．専用食器のみスポンジで洗浄すれば、他の食器と混合洗浄をしてもアレルゲン付着は認められ
なかった。また、新しい食器ほど、洗浄効果が高く、茶シブなどの汚れがあるとアレルゲン付着
の可能性がある。
６．新しい洗浄機ほど洗浄効果は高いが、アレルゲン食器洗浄後、洗浄機の機内環境（溜め水、壁
面等）がアレルゲン陰性(－)である場合は、混合洗浄であっても食器のアレルゲン残存は陰性(－)
の確率が高かった。
７．テストストリップによる食器のアレルゲン残存検査結果が陽性(＋)であっても、ELISA法に
よる乳・小麦の定量は、定量下限(1.0㎍/g)で「検出せず」であった。しかし、数㎍/g（㎍/ml）
濃度レベルでは、アレルギーの誘発には個人差があるので、特に重篤な食物アレルギー児の食器
等の洗浄においては注意が必要である。
Ⅴ　おわりに
　食物アレルギー対応給食は、乳幼児期に多い保育園等で大きく前進している。しかし、微量混入
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でアナフィラキシーの誘発や死亡事故など命にかかわる問題を含み、その誘発アレルゲン量のレベ
ルには個人差があり、対応の課題は多い。本調査研究では、給食担当者の食器等洗浄の負担軽減を
目指し、なおかつ、食物アレルゲン残存が陰性(－)となる洗浄方法について検討した。結果から、
専用コップと共用コップは別々に洗浄するのが望ましく、予備浸漬でのスポンジ洗浄が最も効果的
な洗浄方法であった。この基礎データを基に、今後の保育所給食での具体的な洗浄方法の提案につ
なげたい。
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